
事業番号 - - -

（ ）

地域の将来を支える人材を育成する観点から、高校生の段階で地域への理解や愛着を深めることが重要となる。とりわけ、高校生が育った地域と異なる地域の高校で一定期間を
過ごす「地域留学」は、地方の魅力を知る機会として有効と考えられるとともに、将来的には「関係人口」として地域との多様かつ継続的な関わりを持つことが期待される。内閣府に
おいては、高校２年生の１年間を他の地域の高等学校で過ごす「地域みらい留学３６５」を令和２年度より開始した。本事業に挑戦した地域留学生数は、令和２年度24人、令和３年
度31人、令和４年度21人と推移しているところ。今後、地域留学に挑戦する生徒を増やしていくため、高校生個人への働きかけに加え、学校への働きかけを行ううとともに、送り出し
側の学校と受け入れ側の学校の連携を推進する。

令和6年度要求

-

-

-

145

(目)

(目)

37

(目)

2 2

37

地方創生支援事業費補助金

地方創生支援委託費

諸謝金

委員等旅費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
57%

主な増減理由（・要望額・予備費）

72%

令和6年度要求

事業概要URL https://c-mirai.jp/pages/about_365days

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 145

104

70%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

57% 72% 70%

地方創生支援費

(目)

2023 府 22 0020

内閣府

政策 ５．地方創生

事業の目的
（5行程度以内）

「地域で唯一の高校」を存続させることが喫緊の課題である地域が、離島や中山間地域を中心に存在する。将来的な関係人口の創出・拡大の観点からも、高校生という人生の早い
段階で他の地域の高校で過ごす地域留学を推進し、全国から高校生が集まるような高校の魅力化を進める。

地方創生推進室 参事官　塩田　剛志

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

・デジタル田園都市国家構想基本方針(令和４年６月７日閣議決
定)
・第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2020改訂版）（令和２
年12月21日閣議決定）

事業名 高校生の地域留学の推進のための高校魅力化支援事業 担当部局庁 政策統括官（経済財政分析担当） 作成責任者

事業開始年度

施策 ５．地方創生に関する施策の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www8.cao.go.jp/hyouka/r3hyouka/r3jigo/r3jigo-top.html

-

平成30年度 事業終了
（予定）年度

終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

145

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 170 158 154 145 145

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

地方公共団体が高等学校等と連携し、魅力的な高等学校づくりにより、高校生の地域留学を推進するための取組のうち、高校魅力化のためのモデルとなる取組を、補助金により
支援する。また、地域留学を円滑に進めるための仕組みづくりを行うとともに、各地の高校魅力化の取組を横展開し、更なる取組の促進を図るため、イベント等を実施する。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 97 114 108

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

170 158 154 145

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 職員旅費 1 1

翌年度へ繰越し（D) - - - -

104

1

「重要政策推進枠：45百万円」



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

100

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ - 98 99

目標値 ％ - 100 100

達成度 ％

地域留学に参加する学生の増加
地域留学に参加した生徒の増
加数（令和２年度比）
※令和２年度実績２４人

成果実績 人 24 31

-

将来的な関係人口の創出・拡大を目指し、高等学校段階における地域留学を推進するため、全国から高校生が集まるような高等学校の魅力化に取り組む地方公
共団体を補助金により支援する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

採択した高校において、計数したデータを内閣府において集計（冬頃に前年度の実績を調査予定）

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 回

- -

20

活動目標 活動指標

9

年度

- -

定量的な成果指標 単位

回 15

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

高校生の段階での新たな人の流れを生み、
将来的な地域の担い手の育成・確保ととも
に、関係人口の創出・拡大や移住へつなげ
る

高校生の地域留学推進のた
めの高校魅力化支援事業採
択校数

活動実績

11 年度

将来的な関係人口の創出・拡大

採択高校が受け入れた地域
留学生のうち、採択地域に「ま
た来たい」と答えた生徒の割
合 達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

委託先の調査により集計

令和2年度 令和3年度

98

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

12

-

-

-

全国から地域留学に挑戦する生徒が集まることが、将来的な関係人口の創出・拡大、移住につながると考えられるため

-

99％

21

目標値 人 -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

16

高等学校の魅力化に取り組む地方公共団体を補助金により支援することにより、高校魅力化が進み、全国から地域留学に挑戦する生徒が集まると考えられるから

-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-12 16

成果実績



-

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度 -

備考

内閣府

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

引き続き、事業の有効性、効率性及び成果実績について、適切かつ的確に研修しつつ、予算の効率的な執行に努めて参りたい。

現状通り

現状通り

-

平成30年度 内閣府（新30 0003）

平成23年度 -

・高校の魅力化に係る補助事業においては、補助期間（５年間）以降の自走性を考慮し、補助期間中に申請自治体と道県教委との連携強化体制の構築などに係る
取組も並行して行うことで、事業の自走性を高める取組を行っていく。
・申請にあたってのポイントをまとめ、事務連絡や事前相談などを通して、より多くの自治体が、本事業に申請されるよう、継続的に働きかけていく。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

令和2年度 内閣府 0032

0023

令和4年度 2022 府 21 0023

2021 府

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0033

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和12年度実施)

-
点検結果

・高校の魅力化に係る補助事業先として令和２年度に採択された学校における留学生の受
入れは令和３年度から始まり、令和４年度において第１期生が卒業したところである。
・本事業においては、地方公共団体による高等学校の魅力化に関する取組みについて、外
部委員によるヒアリング審査等を通じて、計画内容、推進体制、コスト等の観点から妥当性
を判断し補助先を決定しており、事業の効果的及び効率的な実施に必要な手続きを踏んで
いる。なお、令和４年度は11件（16校）採択したところ。
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、本事業においても計画の変更を余儀なくさ
れた部分はあったものの、当初想定を上回るオンラインによる広報イベントへの参加者数
や、地域留学を円滑に進めるためのガイドラインの作成・公表・活用などを実現した。

引き続き事業の進捗状況を的確に把握しながら、事業の有効性、効率性及び成果実績について、より一層の検証に努め、予算の効率的な執行を行うこと。また、
近年の執行実績を概算要求に適切に反映させること。

外部有識者の所見

点検対象外



※令和４年度実績を記入

　

22

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費
高校生の地域留学推進のための高校魅力化支援事
業（島根県）

12 人件費
実践的な活動等を通じた高校生の地域留学の
推進のための情報発信等業務

12

事業費
高校生の地域留学推進のための高校魅力化支援事
業（島根県）

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ
いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

一般管理費

計 18 計 37

6 事業費
実践的な活動等を通じた高校生の地域留学の
推進のための情報発信等業務
実践的な活動等を通じた高校生の地域留学の
推進のための情報発信等業務

3

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

委託【一般競争契約】

内閣府

108百万円

Ａ．都道府県・市町村

（１１機関※他1機関補

助金未使用のため除

魅力的な高等学校づくりによ

り、高校生の地域留学を推進す

るための取組のうち、高校魅力

化のためのモデルとなる取組の

設計・実施 等

Ｂ．民間事業者

（1者）

37百万円

地域留学を円滑に進めるための

仕組みづくり、地域留学を促進

するイベントの実施、高校魅力

化支援に係る協力者会議の運

営 等

地方公共団体が高等学校等と連携し、魅力的

な高等学校づくりにより、高校生の地域留学を

推進するための取組のうち、高校魅力化のた

めのモデルとなる取組に対する補助

【補助金等交付】

地域留学を円滑に進めるための仕組みづくり、地

域留学を促進するイベントの実施、高校魅力化支

援に係る協力者会議の運営等を委託

事務費

1百万円



支出先上位１０者リスト

A.

B

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 島根県（島根県教育委員会） 1000020320005 地方創生支援事業費補助金 18 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

- -

4

北海道幌加内町 3000020014729

地方創生支援事業費補助金 8 補助金等交付 - -

- - -

3

山形県小国町 9000020064017

地方創生支援事業費補助金 8 補助金等交付 -

2

石川県能登町 5000020174637

地方創生支援事業費補助金 9 補助金等交付

- - -

7

岩手県葛巻町 8000020033022

地方創生支援事業費補助金 5 補助金等交付 -

6

高知県本山町 5000020393410

地方創生支援事業費補助金 7 補助金等交付

-

5

北海道(北海道教育委員会） 7000020010006

地方創生支援事業費補助金 7 補助金等交付 - - -

-

9

三重県大台町 5000020244431

地方創生支援事業費補助金 3 補助金等交付 - - -

- -

8

宮城県高千穂町 5000020454419

地方創生支援事業費補助金 5 補助金等交付 - -

- - -10 鹿児島県さつま町 6000020463922 地方創生支援事業費補助金 1 補助金等交付

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

予定価格が類推される恐れがある
ため、落札率は記載していない。

2
株式会社エモック・エンタープ
ライズ

2010401005495
高校生の地域留学推進のための高校魅
力化支援事業協力者会議におけるオンラ
イン会議サポート業務

0.3
随意契約（少

額）
1 - 100万未満のため

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
一般財団法人地域・教育魅力
化プラットフォーム

1280005007169
実践的な活動等を通じた高校生の地
域留学の推進のための情報発信等
業務

37
一般競争契約
（総合評価）

1 -


